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DNASを利用したリソースモニタリングシステムの構築
The establish of Resource Monitoring System which takes advantage of Distributed Network

Application System
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Abstract: In this paper, Resource Monitoring System, the application which takes advantage of
Distributed Network Application System is established. The introduction of Relay Application, the
system to relay infomation between a different DNAS intersegment equip someone to be functioning
properly of Resource Monitoring System.

1 はじめに

近年，計算機の製造技術の進歩や開発コストの削減に

より，ノート PCなどの個人端末から複数のプロセッサ
をネットワークで接続した PCクラスタ，スーパーコン
ピュータなど様々な計算資源が豊富に存在している．一

方，計算資源が増加するにつれて管理業務は肥大化し，

管理者の負担が大きくなっている．そのため，計算資源を

モニタリングするアプリケーションの研究，開発が広く

行われている．しかし，多くのアプリケーションは有効な

負荷分散がなされずに，一部のノードに負荷が集中して

しまうという問題がある．そこで本発表では，分散する

計算資源を動的な階層型ネットワークで接続し，アプリ

ケーションを動作させるミドルウェアである分散ネット

ワークアプリケーションシステム (Distributed Network
ApplicationSystem:DNAS)1) を利用したリソースモニ

タリングシステムを提案する．

2 Distributed Network Application

System（DNAS）
DNASは分散ネットワーク環境で動作する P2P指向

のミドルウェアである．分散したノードを論理的な階層

ネットワークで接続し，その上でアプリケーションを動

作させる仕組みを有する．DNASは以下の 3つの大き
な特徴を持ち，障害に強く，各ノードの負荷を分散させ

たシステムを構築することができる．

• ノード間の通信は基本的に下位ノードから上位ノー
ドの方向に行われる．

　各ノードで動作するアプリケーションは，一定時

間毎にアプリケーション固有の情報をローカルで

作動している DNASデーモンへ送信する．DNAS
デーモンは一定時間毎に上位ノードにアプリケー

ション固有の情報とシステムを維持するために必要

な制御情報をリレーする．

• 各ノードを階層的に構築し，その構造を動的に変化

させる．

　一つのノードにあらかじめ設定された上限を超え

るノードが接続されている場合，各ノードは他の下

位ノードの下位ノードになるように接続形態を動的

に変化させる．あるいは，中間ノードがダウンして

しまった場合，下位ノードはダウンしたノードの上

位ノードに動的に再接続する．

• 各ノードの負荷を検知し，負荷の高いノードをシス
テムから切り離す機能を持つ．

　あるノードに一定以上の負荷がかかっている場

合，そのノードを切り離し，下位ノードを上位ノー

ドに再接続する．

ユーザは DNASが提供する APIを利用することで，
DNASを利用したアプリケーションの開発が可能である．

3 モニタリングアプリケーション
DNASを利用したアプリケーションとして，モニタリ

ングアプリケーションがある．モニタリングアプリケー

ションは，各ノードの固有情報と下位ノードから送信さ

れた情報を上位ノードへ送信する．モニタリングアプリ

ケーションを用いることにより，CPUやメモリ等に関
する様々な情報を取得でき，ユーザは負荷状況の把握，

障害検知が可能となる．

4 リソースモニタリングシステムの構築
4.1 リソースモニタリングシステム

モニタリングアプリケーションは複数のネットワーク

セグメントに及ぶ広域分散環境に適用すると，現在の

DNASはネットワークの物理的な構成を考慮せずにシス
テムを構築するため，システムを動的に再構成する際に

物理的に繋がっていないノード同士を接続しようと試み

て，失敗してしまう場合がある．そのため，広域分散環

境に対応するシステムとして，本論文では Fig. 1に示
すような DNAS 上で動作するモニタリングアプリケー
ションを利用したリソースモニタリングシステムを提案

する．
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Fig. 1 リソースモニタリングシステムの概要

各ネットワークセグメントでそれぞれ DNASを起動
することにより，各ネットワークセグメントの独立性を

保つことができる．

Webサーバは DNASから定期的に受信した情報を随
時データベースに格納し，その情報をもとにグラフを生

成する．クライアントはWebサーバを用いて，各ノー
ドの状況を閲覧できる．

4.2 リレーアプリケーション

DNASは各ノード間で下位ノードからの情報をリレー
することにより，最上位ノードへ情報を集結させるが，

異なるDNASセグメント1間では情報をリレーすること

ができない．Fig. 1のような構成にするためには異なる
DNASセグメント間で情報をリレーするアプリケーショ
ンが必要である．リレーアプリケーションを利用したリ

ソースモニタリングシステムの概要を Fig. 2に示す．
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Fig. 2 リレーアプリケーションを利用したリソースモ

ニタリングシステムの概要

4.3 実験環境

リレーアプリケーションを導入後，リソースモニタリ

ングシステムが正常に動作することを検証するために以

下の実験を行った．

Fig. 3のように，単一ネットワークセグメントに 3つ
のDNASセグメントを構築した．pc2がFig. 1のDNAS
Masterに相当し，通常2Webサーバがアクセスするマシ

1DNAS が構築するネットワーク区域
2他の資源にアクセスすることも可能である．

ンである．

pc50，pc51，pc52，pc53はそれぞれFig. 1のCluster
Masterに相当し，pc46，pc47，pc48，pc49はそれぞれ
Cluster nodeに相当する．
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Fig. 3 実験環境
4.4 実験結果

Fig. 4はpc46の1時間のロードアベレージを可視化し
たものである．また，Fig. 4は一例であり，pc47，pc48，
pc49のグラフも確認できている．

pc2を DNAS Masterとする DNASセグメントに存
在しない pc46，pc47，pc48，pc49のグラフが生成され
ていることから，リソースモニタリングシステムが正常

に動作していると予測される．

Fig. 4 1時間のロードアベレージ（pc46）

5 まとめ

Web上でそれぞれの資源の状況を確認することがで
きるため，障害の早期発見に効果があると考えられる．

Webを参照する Clientは管理者である必要はなく，複
数のユーザで資源を監視することで管理者の負担を減ら

すことができる．

また，各資源間の通信に DNASを用いることで，各
資源に対して個別に通信路を確立する必要がなくなり，

負荷分散が期待できる．
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